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	スライド 23: 問題10　次のような物質を何とよびますか。  ①1種類の原子だけでできている物質 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単体 　　例）水素、酸素、窒素、炭素、鉄、銅・・・  ②2種類以上の原子からできている物質 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化合物 　　例）水、二酸化炭素、アンモニア、酸化銅、 　　　　酸化マグネシウム、酸化銀、硫化鉄・・・ 
	スライド 24: 問題11　鉄粉と硫黄の粉末をよく混ぜて加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①できた黒い物質は何ですか。  ②この化学変化を化学反応式で 　　表しなさい。  ③鉄と硫黄の混合物を加熱したとき、反応が 　　始まってから加熱をやめても反応が続いた。 　　反応が続いた理由を答えなさい。 
	スライド 25: 問題11　鉄粉と硫黄の粉末をよく混ぜて加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①できた黒い物質は何ですか。 　　　硫化鉄 ②この化学変化を化学反応式で 　　表しなさい。 　　　Fe　＋　S　→　FeS ③鉄と硫黄の混合物を加熱したとき、反応が 　　始まってから加熱をやめても反応が続いた。 　　反応が続いた理由を答えなさい。 　　　反応によって熱が発生するから
	スライド 26: 問題12　鉄粉と硫黄の粉末をよく混ぜて加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①できた物質は磁石に反応しますか。  ②できた物質にうすい塩酸を加えると 　　においのある気体が発生した。 　　どのようなにおいですか。  ③②の気体は何ですか。 
	スライド 27: 問題12　鉄粉と硫黄の粉末をよく混ぜて加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①できた物質は磁石に反応しますか。 　　　　　　反応しない ②できた物質にうすい塩酸を加えると 　　においのある気体が発生した。 　　どのようなにおいですか。 　　　　　　腐卵臭（卵がくさったようなにおい） ③②の気体は何ですか。 　　　　　　硫化水素
	スライド 28: 問題13　スチールウールを空気中で加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①スチールウールは何でできて 　いますか。  ②スチールウールを加熱して 　できた黒色の物質は何という物質ですか。  ③酸素と結びついた物質を何といいますか。 
	スライド 29: 問題13　スチールウールを空気中で加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①スチールウールは何でできて 　いますか。　　　　　　鉄 　　　　　　　　　　 ②スチールウールを加熱して 　できた黒色の物質は何という物質ですか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　酸化鉄 ③酸素と結びついた物質を何といいますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　酸化物
	スライド 30: 問題14　スチールウールを空気中で加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①スチールウールを加熱すると、 　　質量が増えたのはなぜですか。 　　理由を答えなさい。 　　 　　 ②できた酸化鉄は電気を流しますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③できた酸化鉄はうすい塩酸に溶けますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	スライド 31: 問題14　スチールウールを空気中で加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①スチールウールを加熱すると、 　　質量が増えたのはなぜですか。 　　理由を答えなさい。 　　　結びついた酸素の質量だけ 　　　質量が増えた。 ②できた酸化鉄は電気を流しますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流さない ③できた酸化鉄はうすい塩酸に溶けますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溶けない
	スライド 32: 問題15　プラスチックを空気中で加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①プラスチックのように、炭素をふくみ、 　　燃えて二酸化炭素を発生する物質を 　　何といいましたか。 　　　　　　　　　　　 ②①を燃やすと、必ず何と何が 　　発生しますか。物質を2つ答えなさい。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ③光と熱をだす激しい酸化を特に何といいますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	スライド 33: 問題15　プラスチックを空気中で加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①プラスチックのように、炭素をふくみ、 　　燃えて二酸化炭素を発生する物質を 　　何といいましたか。 　　　　　　　　　　　　　　　　有機物　　　 ②①を燃やすと、必ず何と何が 　　発生しますか。物質を2つ答えなさい。 　　　　　　　　　　　　　二酸化炭素、水　　　　　 ③光と熱をだす激しい酸化を特に何といいますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燃焼
	スライド 34: 問題16　銅の粉末、マグネシウムの粉末をそれぞれ 　　　　　　空気中で加熱した。次の問いに答えなさい。  ①銅の粉末は黒いかたまりになった。 　　何という物質になりしたか。 　　　　　　　　　　　　　 ②この化学変化を化学反応式で表しなさい。 　　　 ③マグネシウムの粉末は白い粉末に変わった。 　　何という物質になりましたか。 　　　　　　　　　　　　 ④この化学変化を化学反応式で表しなさい。 　　　
	スライド 35: 問題16　銅の粉末、マグネシウムの粉末をそれぞれ 　　　　　　空気中で加熱した。次の問いに答えなさい。  ①銅の粉末は黒いかたまりになった。 　　何という物質になりしたか。 　　　　　　　　　　　　　酸化銅 ②この化学変化を化学反応式で表しなさい。 　　　2Cu　＋　O2　→　2CuO ③マグネシウムの粉末は白い粉末に変わった。 　　何という物質になりましたか。 　　　　　　　　　　　　　酸化マグネシウム ④この化学変化を化学反応式で表しなさい。 　　　2Mg　＋　O2　→　2MgO
	スライド 36: 問題17　酸化銅の粉末と炭素の混合物を加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①発生した気体は何ですか。 　　　　　　　　　　　　　 ②試験管に残った赤いかたまりは 　　何ですか。　　　　　 ③この化学変化を化学反応式で表しなさい。 　　 　　　　　　　　　　 ④このように、酸化物から酸素をうばう反応を 　何といいますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　
	スライド 37: 問題17　酸化銅の粉末と炭素の混合物を加熱した。 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①発生した気体は何ですか。 　　　　　　　　　　　　　二酸化炭素 ②試験管に残った赤いかたまりは 　　何ですか。　　　　　銅　　　 ③この化学変化を化学反応式で表しなさい。 　　2CuO　＋　C　→　2Cu　＋　CO2 　　　　　　　　　　 ④このように、酸化物から酸素をうばう反応を 　何といいますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　還元
	スライド 38: 問題18　次の化学変化を何といいますか。  ①反応したときに、熱が発生して温度が上がる 　　化学変化を何といいますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 ②反応したときに、熱を吸収して温度が下がる 　　化学変化を何といいますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
	スライド 39: 問題18　次の化学変化を何といいますか。  ①反応したときに、熱が発生して温度が上がる 　　化学変化を何といいますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発熱反応 　　　　　　　　　　　　　 ②反応したときに、熱を吸収して温度が下がる 　　化学変化を何といいますか。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸熱反応 　　　　　　　　　　　　　　　　
	スライド 40: 問題19　ペットボトルのふたをしめて、 　　炭酸水素ナトリウムとうすい塩酸を 　　反応させた。次の問いに答えなさい。  ①反応前と反応後、ペットボトル全体の 　　質量は変わりましたか。　　　 　　　　　　　　　　　　　 ②ふたをあけた状態で同じ実験をすると、 　　質量は変わりますか。 　　　　　　　　　　　　　 ③化学変化の前後で、質量が変化しないことを 　何の法則といいますか。　　　　　　　　　
	スライド 41: 問題19　ペットボトルのふたをしめて、 　　炭酸水素ナトリウムとうすい塩酸を 　　反応させた。次の問いに答えなさい。  ①反応前と反応後、ペットボトル全体の 　　質量は変わりましたか。　　　 　　　　　　　　　　　　　変わらなかった。 ②ふたをあけた状態で同じ実験をすると、 　　質量は変わりますか。 　　　　　　　　　　　　　変わる。（質量が減った。） ③化学変化の前後で、質量が変化しないことを 　何の法則といいますか。　　　　質量保存の法則　　　　　
	スライド 42: 問題20　銅と酸素の化合について、 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①銅と酸素が化合するときの、 　　質量の割合は何対何ですか。 　　　　　　　銅：酸素＝　　　　 　　　　　　　　　 ②0．8ｇの銅を空気中で加熱したとき、何ｇの酸素が 　　結びつくはずですか。  ③1．2ｇの銅を加熱すると、何ｇの酸化銅ができますか。 　　　　　　　　　　　　　
	スライド 43: 問題20　銅と酸素の化合について、 　　　　　　次の問いに答えなさい。  ①銅と酸素が化合するときの、 　　質量の割合は何対何ですか。 　　　　　　　銅：酸素＝　4：1　　　 　　　　マグネシウム：酸素＝3：2も重要 ②0．8ｇの銅を空気中で加熱したとき、何ｇの酸素が 　　結びつくはずですか。　　　　　　0．2ｇ 　　　　0．8：ｘ＝4：1　ｘ＝0．2 ③1.2ｇの銅を加熱すると、何ｇの酸化銅ができますか。 　　　　4：1＝1.2：ｘ　ｘ＝0.3　1.2＋0.3＝1.5ｇ
	スライド 44:  これで化学の基本はOK！

